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市長の施政方針に各会派が代表質問
市議会のうごき
一般会計予算質疑
平成 30 年度補正予算を可決
平成 31 年度当初予算を可決
３月定例会議決結果
可決された意見書
２月臨時会議決結果
追手門学院大学と市議会が連携協定を締結
議会構成・会派構成
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　平成 31 年第２回定例会を３月４日から 27 日
までの 24 日間の会期で開催しました。
　この定例会では、市長から施政方針の説明が
行われ、これに対する各会派の代表質問を行う
とともに、「平成 31 年度大阪府茨木市一般会計
予算」などの議案、意見書等を審議しました。

３ 月 定 例 会

市議会だより
ば きらい

スマートフォンの QR
コードリーダーで読み
取ることができます。

3 月 23 日に開催された安威川ダムファンづくり会主催の「いばらきの山とまちをつなぐサイクリングツアー」（大字銭原付近）
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代表質問

渋
滞
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
本
市
の
中
心
市
街
地
の

渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
気
配
が
な
い
が
、
平
成

30
年
度
に
府
と
行
っ
た
協
議
の
頻
度
は
ど
の

程
度
か
。
ま
た
、
協
議
以
外
に
、
渋
滞
緩
和

の
た
め
に
行
っ
た
具
体
的
な
施
策
は
あ
る
の

か
。

平
成
30
年
10
月
に
交
通
量
調
査
を

府
と
市
で
同
日
に
実
施
し
、
茨
木
松

ケ
本
線
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅

市
内
渋
滞
解
消
の
取
り
組
み
は

問答
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
障
害

者
施
策
の
推
進
と
あ
る
が
、
こ
れ
に

関
連
し
て
、
障
害
者
や
生
活
保
護
受
給
者
の

自
立
支
援
や
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち

続
け
ら
れ
る
施
策
と
し
て
、
農
と
福
祉
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

農
作
業
を
支
援
に
取
り
入
れ
て
い

る
障
害
者
事
業
所
の
取
り
組
み
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
関
係
団
体
等
と
も
連
携

し
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

農
と
福
祉
の
取
り
組
み
の
推
進
は

問答

　３月４日に市長の施政方針の説明が行われ、その際、市長の隣で手話通訳を実施しました。
　３月６日、７日には、施政方針に対する各会派の代表質問を行い、主な内容は次のとおりです。

大
阪
維
新
の
会

　
岩
本
　
　
守
〔
質
問
者
〕

　
大
野
　
幾
子
　
　
塚
　
　
　
理

　
長
谷
川
　
浩
　
　
萩
原
　
　
佳
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代表質問

市
議
会

だ
よ
り

周
辺
の
交
通
量
が
減
少
し
た
こ
と
を
確
認
し

た
。
そ
の
後
、
対
策
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い

て
２
回
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
渋

滞
解
消
対
策
に
つ
い
て
、
府
、
茨
木
警
察
と

協
議
を
進
め
て
い
く
。
こ
の
ほ
か
、
渋
滞
が

多
く
発
生
し
て
い
る
主
要
交
差
点
に
お
い
て

は
、
茨
木
警
察
と
協
議
し
、
適
宜
、
信
号
現

示
の
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

転
・
補
強
に
対
す
る
補
助
制
度
を
周
知
す
る

た
め
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
郵
送
す
る
。

方
式
や
経
費
等
、
あ
る
い
は
実
施
時
期
な
ど

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
も
協
議
さ

れ
、
決
定
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
審
議
会
と

検
討
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。各

給
食
実
施
方
式
に
も
、
長
所
、
短

所
が
あ
る
た
め
、
平
成
30
年
度
に

作
成
し
た
調
査
報
告
書
等
を
踏
ま
え
、
中
学

校
給
食
審
議
会
に
お
い
て
、
本
市
に
ふ
さ
わ

し
い
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
議
論
の
上
、
答

申
い
た
だ
き
、
実
施
に
つ
い
て
判
断
し
て
い

く
。
ま
た
、
中
学
校
給
食
検
討
会
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
各
中
学
校
給
食
実
施
方
式
に
お

け
る
学
校
現
場
で
実
施
し
た
場
合
の
課
題
等

に
つ
い
て
、
内
部
で
考
察
を
行
う
た
め
に
開

催
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
園
施
設
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

市
内
の
都
市
公
園
を
魅
力
あ
る
公

園
に
す
る
た
め
、Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
※
）

を
創
設
し
、
公
募
対
象
公
園
施
設
と
し
て
、

カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、

公
園
の
管
理
者
を
民
間
事
業
者
か
ら
公
募

選
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

平
成
29
年
の
都
市
公
園
法
の
改
正

に
よ
り
創
設
さ
れ
た
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
初
め
、
公
園
の
魅
力
を
高
め
る
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

中
学
校
給
食
審
議
会
を
設
置
し
、
中

学
校
給
食
検
討
会
を
開
催
す
る
こ

と
は
、
中
学
校
給
食
の
全
員
喫
食
に
向
け
て

進
む
と
い
う
こ
と
で
評
価
を
し
て
い
る
が
、

審
議
会
と
検
討
会
で
、
中
学
校
給
食
の
実
施

魅
力
あ
る
公
園
整
備
を

問

答

中
学
校
給
食
審
議
会
・
検
討
会
の
役
割
は

問

答

山
間
部
に
お
け
る
土
砂
災
害
対
策
に

つ
い
て
、
被
害
情
報
の
把
握
や
避
難

行
動
等
に
つ
な
が
る
体
制
の
確
保
の
た
め
、

山
間
部
に
現
地
災
害
対
応
拠
点
を
整
備
す
る

こ
と
は
評
価
す
る
が
、
平
成
30
年
12
月
定
例

会
に
お
い
て
、
本
会
派
の
議
員
が
質
疑
し
た

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
に

対
し
て
の
働
き
か
け
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

危
険
箇
所
や
避
難
経
路
の
確
認
を

地
域
住
民
と
と
も
に
行
い
な
が
ら
、

土
砂
災
害
の
地
域
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
て
い
る
。
ま
た
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
内
に
お
住
ま
い
の
方
々
に
は
、
家
屋
移

土
砂
災
害
警
戒
区
域
住
民
へ
の
対
応
は

問

平
成
31
年
度
か
ら
中
学
校
給
食
審

議
会
と
検
討
会
の
開
催
が
提
案
さ

れ
て
い
る
が
、
市
内
中
学
生
全
員
が
食
べ
る

中
学
校
給
食
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
最
善
の
給
食
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
の
理
念
を
共
有
し
て
、
中
学
校
給

食
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

中
学
校
給
食
は
、
心
身
の
成
長
お

よ
び
人
格
の
形
成
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
将
来
、
健
康
で
豊
か
な
食
生
活

を
送
る
た
め
の
基
礎
を
培
う
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
と
考
え
る
。
中

学
校
給
食
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際
は
、
子

ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
、健
康
を
つ
く
る
力
、

食
事
を
選
ぶ
力
・
つ
く
る
力
を
育
む
こ
と
が

中
学
校
給
食
の
意
義
と
理
念
は

問

答

（※） Park-PFI ： 飲食店、 売店等の公募対象公園施設の設置または管理と、 その周辺の園路、 広場等の特定
公園施設の整備、 改修等を一体的に行う者を、 公募により選定する制度

茨木松ケ本線のアンダーパス（松ケ本町）

日
本
共
産
党

　
畑
中
　
　
剛
〔
質
問
者
〕

　
朝
田
　
　
充
　
　
大
嶺
さ
や
か

も
、
市
民
会
館
跡
地
エ
リ
ア
活
用
に
お
け
る

公
園
整
備
の
手
法
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て

お
り
、
他
の
公
園
等
に
お
け
る
導
入
に
つ
い

て
も
、
そ
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

答次
頁
へ
つ
づ
く

家屋移転・補強に対する補助制度リーフレット
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代表質問

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
は
、
社
会
情
勢

の
変
化
に
伴
い
、
ま
す
ま
す
必
要

性
が
高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。今
後
も
、

多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
や
情

報
の
提
供
に
努
め
る
。
ま
た
、
学
ん
だ
成
果

を
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

生
涯
学
習
施
策
の
推
進
に
お
い
て

は
、
全
て
の
人
が
、
自
ら
の
意
思
で
、

何
歳
に
な
っ
て
も
、
容
易
に
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
促
進
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
る
。
急
激
な
社
会
環
境
の
変
化
の
中
で
、

生
涯
学
習
に
お
け
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育（
※
）

へ
の
視
点
に
つ
い
て
、
本
市
の
考
え
方
は
ど

う
か
。

里
山
の
保
全
に
つ
い
て
、
平
成
31
年

度
か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
が
創
設
さ

れ
、本
市
に
お
い
て
も
一
定
の
税
収
に
な
る
。

本
税
の
趣
旨
は
、
山
間
部
の
整
備
等
を
想
定

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
間
部
の
な
い
都
市

部
の
自
治
体
に
も
配
分
さ
れ
る
点
か
ら
、
山

間
部
の
資
源
を
都
市
部
で
も
活
用
し
、
循
環

さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
山
間
部
も
都

市
部
も
あ
る
本
市
は
、森
林
環
境
譲
与
税
を
、

山
間
部
の
維
持
管
理
だ
け
で
は
な
く
、
都
市

部
で
の
木
材
利
用
の
促
進
に
も
活
用
す
べ
き

て
も
、
戸
建
て
住
宅
と
の
公
平
性
を
図
る
た

め
、
支
援
金
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

共
有
部
分
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
等
が
行
う

べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
支
援
す

る
考
え
は
な
い
。

阪
急
南
茨
木
駅
東
側
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
と
大
阪

モ
ノ
レ
ー
ル
沢
良
宜
駅
西
側
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
使
用
不
能
に
な
っ
て
お
り
、
沢
良
宜

駅
は
今
年
、
復
旧
工
事
を
行
う
と
の
こ
と
で

あ
る
。
ま
た
、
南
茨
木
駅
に
つ
い
て
は
、
駅

ビ
ル
の
建
て
替
え
を
含
め
た
検
討
が
進
ん
で

お
り
、
復
旧
に
は
数
年
か
か
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
南
茨
木
駅
前
の
店
舗
の
営
業
再
開
に

つ
い
て
、
事
業
者
は
、
本
年
秋
ご
ろ
を
目
標

に
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
市
と
し

て
も
引
き
続
き
、
協
力
を
し
て
い
く
。

都
市
部
で
の
木
材
利
用
促
進
を

問

市
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
被
災

修
繕
に
つ
い
て
、
専
有
部
分
は
住
宅

改
修
支
援
金
交
付
制
度
の
対
象
と
な
る
が
、

戸
建
て
住
宅
の
屋
根
や
外
壁
に
相
当
す
る
マ

ン
シ
ョ
ン
の
共
有
部
分
の
修
繕
は
制
度
の
対

象
外
で
あ
る
。
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
多
く
が

大
阪
北
部
地
震
で
多
大
な
損
害
を
被
り
、
修

繕
だ
け
で
も
数
億
円
の
工
事
費
と
な
る
た

め
、
毎
月
の
長
期
修
繕
計
画
に
お
け
る
積
立

金
の
値
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
い
と
の
事
例
も

聞
く
。
共
有
部
分
の
地
震
被
害
修
繕
に
つ
い

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
支
援
拡
充
を

問

答

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
見
解
は

問

答

（※） リカレント教育 ： 職業能力の向上や人間性を豊かにするための社会人の再教育

災
害
に
よ
る
被
害
状
況
に
つ
い
て
、

市
内
各
鉄
道
駅
等
の
市
民
の
生
活
利

便
上
重
要
な
施
設
の
機
能
低
下
状
況
と
復
旧

見
通
し
は
ど
う
か
。
ま
た
、
阪
急
南
茨
木
駅

前
の
ス
ー
パ
ー
と
い
っ
た
生
活
の
重
要
な
支

え
に
な
っ
て
い
る
店
舗
等
の
営
業
再
開
に
つ

い
て
、
早
期
に
復
旧
で
き
る
よ
う
、
可
能
な

限
り
支
援
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

阪
急
南
茨
木
駅
等
の
復
旧
見
通
し
は

問

で
き
る
よ
う
、
学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、
食

育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
重
点
的
に
考
え
、

安
全
・
安
心
で
健
康
に
配
慮
し
た
中
学
校
給

食
を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

自
由
民
主
党
・
絆

　
上
田
　
光
夫
〔
質
問
者
〕

　
福
丸
　
孝
之
　
　
下
野
　
　
巖

　
上
田
　
嘉
夫      

　

前
頁
つ
づ
き

大阪モノレール沢良宜駅西側エレベーター（沢良宜西四丁目）
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代表質問

市
議
会

だ
よ
り

で
は
な
い
か
。

木
材
利
用
に
つ
い
て
、
森
林
環
境

譲
与
税
を
充
当
し
て
、
公
共
施
設

な
ど
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
お
り
、
策
定
を
予
定
し
て
い
る

木
材
利
用
基
本
方
針
の
中
に
も
位
置
付
け
て

取
り
組
む
。

を
訪
れ
た
た
め
、
今
後
も
、
文
学
以
外
の
さ

ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
切
り
口
と
し
た
企
画
を

行
い
、
川
端
康
成
氏
の
魅
力
を
市
内
外
へ
積

極
的
に
発
信
し
て
い
く
。

川
端
康
成
氏
に
関
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
生
誕
120
周
年
を
記
念
し

た
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
、
お
よ
び
平
成
30

年
に
取
り
組
ん
だ
青
春
文
学
賞
等
を
さ
ら

に
展
開
し
、
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
の
こ
と
は

一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
市
に

と
っ
て
、
川
端
康
成
氏
に
関
す
る
取
り
組
み

は
集
客
も
見
込
め
る
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
に

な
る
と
考
え
る
。
川
端
康
成
氏
を
通
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
文
学
館
と
い
う
枠
組
み
を
超

え
た
分
野
横
断
的
な
企
画
を
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

川
端
康
成
氏
が
芸
術
に
深
い
関
心

を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
家
と

親
交
が
深
か
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
芸
術
分

野
と
の
横
断
的
な
企
画
や
、
映
画
を
テ
ー
マ

に
し
た
企
画
等
で
は
、
多
く
の
方
々
が
本
市

川
端
康
成
氏
の
分
野
横
断
的
企
画
を

問答

駅
前
の
景
観
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

の
施
政
方
針
で
、
府
の
条
例
改
正
内

容
や
本
市
の
特
性
を
踏
ま
え
た
屋
外
広
告
物

条
例
の
制
定
に
取
り
組
む
と
あ
っ
た
が
、
現

在
も
制
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ど
の
よ
う
な
経

過
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
駅
前
再
開
発
の

動
き
が
見
え
始
め
た
今
、
景
観
に
つ
い
て
議

論
す
る
意
味
が
あ
る
時
期
が
来
た
と
思
う
が

ど
う
か
。屋

外
広
告
物
条
例
制
定
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
府
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
検
討
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
茨
木

駅
、
阪
急
茨
木
市
駅
前
の
再
整
備
や
市
民
会

館
跡
地
活
用
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
屋
外
広
告
物
も
含
め
た
魅
力
あ
る
景
観

形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

 

駅
前
の
景
観
へ
の
考
え
は

問

答市議会のうごき

議会広報委員会
政治倫理条例策定会議
　　　議会運営委員会行政視察
（東京都多摩市、立川市）
　　　市民会館跡地等整備対策
特別委員会行政視察
（神奈川県大和市、東京都渋谷区）
幹事長会
北部地域整備対策特別委員会
市街地整備対策特別委員会
議会基本条例検証会議
幹事長会
議会運営委員会

16日

17日～18日

21日～22日

23日
24日
25日
29日
31日

１月

２月
６日

７日

22日
26日

本会議（初日）
選考委員会
本会議（２日目）
選考委員会
幹事長会
議会運営委員会
政治倫理条例策定会議
議員総会
幹事長会
議会運営委員会
正副委員長会

本会議（初日）
議会運営委員会
本会議（２日目）
本会議（３日目）
本会議（４日目）
本会議（５日目）
本会議（６日目）
本会議（７日目）
民生常任委員会
建設常任委員会
民生常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）
幹事長会
正副委員長会

４日
６日

７日
８日
11日
12日
13日
15日

18日
19日

25日

27日

３月

答

川端康成文学館（上中条二丁目）
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は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

阪
急
茨
木
市
駅
西
口
は
、
駅
前
ビ

ル
権
利
者
や
周
辺
住
民
等
と
駅
前

の
将
来
像
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
施
設
計

画
の
具
体
化
、
合
意
形
成
に
取
り
組
み
、
可

能
な
限
り
早
期
の
都
市
計
画
決
定
に
取
り
組

む
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
西
口
は
、
Ｊ
Ｒ
茨

木
駅
西
口
駅
前
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
支
援
す
る
計
画
作
成
パ
ー
ト
ナ
ー
を
募

集
し
、
区
域
の
あ
り
方
等
に
関
す
る
検
討
、

協
議
を
進
め
て
い
く
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
目

標
の
共
有
と
合
意
形
成
等
の
課
題
が
あ
る
た

め
、
現
時
点
で
時
期
等
を
示
す
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

私
立
保
育
所
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園

の
新
設
や
建
て
替
え
を
進
め
る
と

の
こ
と
だ
が
、
幼
児
教
育
や
保
育
の
無
償
化

な
ど
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
保
育
需
要
が
予
想

さ
れ
る
。
増
え
続
け
る
保
育
ニ
ー
ズ
の
動
向

把
握
、
さ
ら
な
る
定
員
確
保
に
向
け
て
、
市

は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
つ
い
て
は
、

過
去
の
実
績
値
や
、
国
の
示
す
保

育
利
用
率
の
推
計
等
を
考
慮
し
、
将
来
の
保

育
ニ
ー
ズ
を
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
新
た

に
妊
娠
の
届
出
の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。
な
お
、

行
っ
た
。
31
年
度
は
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
交
通
の
本
格
導
入
に
向
け
、
社
会
実
験
の

計
画
や
内
容
等
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

答

地
域
医
療
の
現
状
把
握
と
課
題
抽

出
の
た
め
の
調
査
分
析
に
お
い
て
、

把
握
で
き
た
現
状
と
課
題
は
何
か
。
ま
た
、

把
握
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
病
院
誘

致
の
検
討
を
始
め
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

誘
致
の
考
え
に
至
っ
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。本

市
は
入
院
、
外
来
と
も
患
者
数

が
増
加
し
続
け
る
見
込
み
で
あ
り
、

特
に
循
環
器
系
疾
患
や
糖
尿
病
等
に
か
か
る

医
療
需
要
が
増
大
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い

ず
れ
の
疾
病
に
つ
い
て
も
、
拠
点
と
な
る
専

門
病
院
や
中
核
的
な
役
割
を
担
う
病
院
等
の

医
療
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
市
内
を
中
心
と

し
た
医
療
連
携
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
析
を
踏
ま
え
、
課

題
の
解
決
に
資
す
る
病
院
を
市
内
に
確
保
す

病
院
誘
致
の
考
え
に
至
っ
た
経
緯
は

問答

公  

明  

党

　
大
村
　
卓
司
〔
質
問
者
〕

　
青
木
　
順
子
　
　
松
本
　
泰
典

　
河
本
　
光
宏
　
　
篠
原
　
一
代

　
坂
口
　
康
博
　
　

地
域
の
公
共
交
通
網
の
維
持
は
、
自

治
体
が
主
体
的
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
公

共
交
通
の
維
持
・
充
実
に
お
け
る
市
の
責
任

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
高
齢
者
や
不
便
な
地
域
に
住
む
市
民

の
移
動
支
援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
検
討

し
、
ど
こ
ま
で
進
捗
し
た
の
か
。
ま
た
、
平

成
31
年
度
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

公
共
交
通
の
維
持
・
充
実
は
、
市

民
生
活
を
支
え
る
本
市
の
持
続
的

発
展
に
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
と
も

重
要
な
施
策
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。
ま

た
、
高
齢
者
等
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
、
平

成
30
年
度
は
、山
間
部
や
丘
陵
部
に
お
い
て
、

地
域
住
民
と
必
要
な
交
通
に
関
す
る
協
議
を

公
共
交
通
の
維
持
と
充
実
は

問答

保
育
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
取
り
組
み
は

問

い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
安
孫
子
浩
子
〔
質
問
者
〕

　
稲
葉
　
通
宣
　
　
友
次
　
通
憲

阪
急
茨
木
市
駅
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
の
西

口
周
辺
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
大
阪

万
博
開
催
時
の
整
備
か
ら
49
年
が
経
過
し
て

お
り
、
駅
周
辺
の
活
性
化
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
平
成
31
年
度

は
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
や
協
議
を
進
め

る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
取
組
内
容
と

具
体
化
の
時
期
は
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

阪
急
・
Ｊ
Ｒ
両
駅
西
口
周
辺
の
再
整
備
は

問

答

阪急茨木市駅西口周辺（永代町）

さ
ら
な
る
定
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
私
立

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の
新
設
、
建
て
替

え
等
に
よ
り
進
め
て
い
く
。
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平
成
30
年
に
府
と
寝
屋
川
流
域
の

府
内
11
市
、
国
土
交
通
省
な
ど
が
、

気
象
台
や
公
共
交
通
な
ど
関
連
機
関
の
対
応

を
時
系
列
に
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
事
前
防

災
行
動
計
画
）
を
ま
と
め
た
。
本
市
で
も
、

地
域
防
災
計
画
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
取
り
入

れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

現
在
、
三
島
地
域
水
防
災
連
絡
協
議

会
に
お
い
て
、
府
や
三
島
地
域
等
の

市
町
、
関
係
機
関
と
と
も
に
、
安
威
川
流
域

を
対
象
と
し
た
多
機
関
連
携
型
の
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
引
き

続
き
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
防
災
行
動
計
画
を
想
定
し
て
、
整

合
を
図
っ
て
い
く
。

両
駅
前
再
整
備
は
、
ま
ち
づ
く
り
会

社
に
直
接
の
関
連
は
な
い
が
、
ま
ち

づ
く
り
会
社
の
公
共
空
間
活
用
等
の
場
と
し

て
、
魅
力
向
上
を
図
れ
る
よ
う
対
応
し
て
い

く
。
ま
た
、
ど
ち
ら
も
交
通
や
多
く
の
人
が

集
ま
る
拠
点
と
し
て
の
共
通
点
は
あ
る
が
、

権
利
者
構
成
等
に
相
違
点
が
あ
る
。
今
後
、

阪
急
茨
木
市
駅
で
は
、
早
期
の
都
市
計
画
決

定
に
向
け
た
協
議
調
整
を
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
で

は
、
協
議
会
に
お
い
て
、
事
業
実
施
対
象
区

域
や
具
体
的
な
計
画
づ
く
り
な
ど
、
意
見
交

換
を
進
め
て
い
く
。

食
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。
ま

た
、
中
学
校
給
食
審
議
会
を
設
置
す
る
が
、

そ
の
メ
ン
バ
ー
構
成
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
全
員
給

食
に
よ
る
完
全
給
食
の
実
現
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
中
学
校
給
食
審
議

会
は
、
平
成
30
年
度
に
作
成
し
た
報
告
書
を

生
か
し
つ
つ
、
学
識
経
験
者
、
学
校
医
、
市

民
、
市
民
団
体
、
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
小
中

学
校
の
校
長
や
教
諭
の
代
表
等
に
、
本
年
６

月
か
ら
、
来
年
３
月
ま
で
の
計
５
回
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
議
論
し
て
い
た
だ
く
。

計
画
決
定
に
向
け
、
国
・
府
・
市
が
連
携
し

て
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
西
河
原

西
交
差
点
の
立
体
交
差
化
に
つ
い
て
は
、
府

に
お
い
て
平
成
30
年
末
に
橋
梁
下
部
工
事
が

発
注
さ
れ
、
関
係
機
関
と
協
議
が
さ
れ
て
い

る
。
協
議
が
整
い
次
第
、工
事
が
開
始
さ
れ
、

２
０
２
２
年
度
末
に
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
調
査
業
務

報
告
書
の
中
に
完
全
給
食
、
全
員
給

食
の
実
現
と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
全
員
給

答

渋
滞
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
現
在
も
市
内
幹
線
道
路

の
各
所
で
、
新
設
、
改
良
工
事
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
渋
滞
緩
和
対
策
に
お

い
て
、
効
果
の
高
い
国
道
171
号
西
河
原
交
差

点
の
右
折
レ
ー
ン
設
置
お
よ
び
西
河
原
西
交

差
点
の
立
体
交
差
化
に
つ
い
て
、
各
事
業
の

進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

西
河
原
交
差
点
の
右
折
レ
ー
ン
設

置
の
た
め
、
本
年
夏
ご
ろ
の
都
市

渋
滞
緩
和
対
策
の
進
捗
状
況
は

問

阪
急
茨
木
市
駅
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
両
駅

西
口
周
辺
の
再
整
備
に
、
ま
ち
づ
く

り
会
社（
※
）と
の
関
連
は
あ
る
の
か
。ま
た
、

両
駅
西
口
周
辺
の
再
整
備
に
つ
い
て
、
共
通

課
題
と
相
違
点
の
認
識
、
今
後
の
進
め
方
の

見
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
再
整
備
の
関
連
は

問

答

地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は

問答

本
年
10
月
に
は
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
が
始
ま
る
。
子
育
て
世
代

の
保
護
者
か
ら
は
喜
び
と
期
待
の
声
を
多

く
聞
い
て
い
る
が
、
無
償
化
が
も
た
ら
す
効

果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

国
が
示
す
幼
児
教
育
無
償
化
の
制

度
の
具
体
化
に
向
け
た
方
針
で
は
、

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
少
子
化
を
抑
え
る
効
果
が
見

込
め
る
こ
と
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
質
の

高
い
幼
児
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
と
い

う
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
効
果
は

問答

中
学
校
給
食
の
全
員
給
食
は

問

答 る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
。
建
て
替

え
時
期
が
来
た
病
院
の
移
転
先
と
し
て
、
本

市
も
選
択
肢
に
入
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
た

め
、
病
院
誘
致
に
向
け
た
検
討
を
始
め
る
に

至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

西河原西交差点（三咲町）

ＪＲ茨木駅周辺（西駅前町）

（※） まちづくり会社 ： 行政や市民、 事業者が一体となり、 「まちづくり」 を進めるための民間会社 
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市
内
商
業
施
設
へ
の
働
き
か
け
に

つ
い
て
は
、
市
内
障
害
者
事
業
所

等
と
も
連
携
し
、
商
業
施
設
内
で
の
自
主
製

品
販
売
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
の
協
力
を
求

め
て
い
く
。

用
や
駅
前
活
性
化
等
に
一
定
の
成
果
が
出
た

後
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
な
く
し
た
第
三
セ

ク
タ
ー
の
よ
う
な
会
社
に
な
る
こ
と
を
懸
念

す
る
。
そ
こ
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ル
に
ま
ち

の
発
展
に
寄
与
す
る
会
社
に
す
る
こ
と
へ
の

市
の
決
意
は
。

多
く
の
人
が
集
い
、
交
流
す
る
中
心

市
街
地
に
お
い
て
、
新
た
な
モ
ノ
、

コ
ト
、
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
が
中
心
市
街

本
市
の
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
を

設
立
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
空
き
家
活

南
茨
木
駅
ビ
ル
は
地
震
後
、
８
か
月

が
経
過
し
て
も
完
全
復
旧
に
至
っ

て
お
ら
ず
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
へ
の
影
響
が

残
っ
て
い
る
が
、
総
合
計
画
等
に
照
ら
し
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
休

業
中
の
ス
ー
パ
ー
が
仮
店
舗
で
本
年
秋
ご
ろ

の
再
開
を
め
ざ
す
と
の
こ
と
だ
が
、
当
駅
周

辺
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
の
働
き
か
け
が

必
要
で
は
な
い
か
。

公
共
交
通
結
節
点
（
※
２
）
と
な

る
駅
は
、
総
合
計
画
等
で
市
民
の

生
活
を
支
え
る
地
域
拠
点
と
位
置
づ
け
て
お

り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
観
点
か
ら

も
、
阪
急
電
鉄
、
駅
ビ
ル
所
有
者
に
早
期
復

旧
を
要
望
し
、
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て

阪
急
南
茨
木
駅
等
の
復
旧
と
機
能
強
化
を

問答チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
会
社
を

問

答

イ
オ
ン
モ
ー
ル
茨
木
で
開
催
さ
れ
た

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
バ
ザ
ー
は
、
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
ハ
ー
ト
フ
ル
の
年
間
売
上
を

３
日
で
達
成
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
非
常
に

強
力
な
方
策
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
じ
場
所

で
頻
繁
に
実
施
す
る
と
効
果
も
薄
れ
て
く

る
。
そ
こ
で
、
福
祉
作
業
所
の
生
産
ペ
ー
ス

も
勘
案
し
な
が
ら
、
福
祉
作
業
所
の
工
賃
改

善
と
事
業
者
側
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
※
１
）
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
他
の
市
内
各
大
型
商

業
施
設
で
の
バ
ザ
ー
開
催
を
市
が
推
進
し
て

は
ど
う
か
。

市
内
大
型
商
業
施
設
で
の
バ
ザ
ー
推
進
を

問

答

ハート to ハートバザー ( イオンモール茨木 )

（※１） CSR ：Corporate Social Responsibility の略称で、 企業の社会的責任のこと

一般会計
予算質疑

第２回定例会

　一般会計予算質疑を３月 11 日、
12日、13日の３日間にわたり行い
ました。
　主な質疑内容は次のとおりですが、
誌面の都合上、質疑の一部しか掲載で
きません。詳しい内容は、南館１階情
報ルーム及び各図書館に設置している
会議録をご覧ください。また、市議会
ホームページでもご覧いただけます。
（いずれも５月中旬予定）

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
　
稲
葉
　
通
宣

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
福
丸
　
孝
之

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

い
く
。
ま
た
、
駅
ビ
ル
の
建
て
替
え
を
含
め

た
検
討
に
当
た
っ
て
は
、地
域
拠
点
と
し
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
に
加
え
、
駅
周
辺
の
機
能

強
化
や
に
ぎ
わ
い
創
出
を
、
関
係
者
に
働
き

か
け
て
い
く
。

阪急南茨木駅 ( 天王二丁目 )

（※２） 交通結節点 ： 異なる交通手段 ( 場合によっては同じ交通手段 ) を相互に連絡する乗り換え ・ 乗り継ぎ施設 
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市
議
会

だ
よ
り

現
在
、
学
童
保
育
室
の
変
更
手
続
き

な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
申
請
が
可
能
で
あ
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
（
※
３
）
を
活
用
し
た
保
育
所
入
所
申

し
込
み
等
の
受
付
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

他
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
情
報
収
集

に
努
め
て
お
り
、
今
後
も
、
国
の
施
策
等
を

踏
ま
え
、本
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ョ
ン
（
※
４
）

を
基
本
に
、
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
（
※

５
）
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
努
め
る
。

児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
保
育
所
や
学

童
保
育
の
申
請
等
に
つ
い
て
、
受
付

期
間
が
短
い
こ
と
や
、
書
類
の
提
出
等
に
関

し
て
も
非
効
率
な
状
況
で
あ
る
と
い
う
声

を
聞
く
。
市
役
所
に
行
か
な
く
て
も
各
種
手

続
や
公
共
料
金
の
支
払
い
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
他
市
の
先
進
的

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
研
究
し
て
い
る
の

か
。

本
市
の
待
機
児
童
解
消
保
育
所
等
整

備
計
画
は
、
国
の
示
す
利
用
率
の
推

計
や
平
成
31
年
度
以
降
は
保
育
無
償
化
に

な
る
こ
と
も
踏
ま
え
て
作
成
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容

な
の
か
。
ま
た
、
本
市
で
は
１
歳
児
の
申
し

込
み
が
多
い
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
も
、
小

規
模
保
育
施
設
は
拡
充
す
る
計
画
な
の
か
。

本
市
で
は
、
国
の
推
計
を
参
考
に
、

実
績
と
伸
び
率
を
勘
案
し
て
保
育

需
要
を
見
込
ん
で
い
る
。
無
償
化
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
０
～
２
歳
児
お
よ
び
４
～
５
歳

児
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
る

が
、
３
歳
児
に
つ
い
て
は
、
未
就
園
児
数
と

保
育
所
等
の
利
用
率
か
ら
算
出
し
、
100
人
程

度
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
小
規
模
保

答待
機
児
童
解
消
へ
の
施
策
は

問

平
成
29
年
度
か
ら
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
推
進
事
業
所
認
定
制
度
が

実
施
さ
れ
、
２
事
業
所
が
認
定
さ
れ
た
と
聞

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
推
進
を

問

答

各
種
手
続
の
利
便
性
向
上
を

問

　
い
ば
ら
き
未
来
の
会

　
　
　
　
　
　
　
友
次
　
通
憲

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
小
林
美
智
子

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
幾
子

地
の
魅
力
向
上
に
寄
与
し
、
商
業
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
役
割
を

担
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
を
充
実
さ
せ
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
指
摘
も
含
め
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

育
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
３
歳
児
の
待

機
児
童
を
考
慮
し
、
０
～
５
歳
児
ま
で
の
受

入
体
制
の
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

い
て
い
る
が
、
平
成
30
年
度
は
何
事
業
所
が

認
定
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
認
定
さ
れ
た
事

業
所
に
は
、
市
か
ら
ど
の
よ
う
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
（
奨
励
）
が
あ
る
の
か
。

平
成
30
年
度
に
認
定
さ
れ
た
事
業

所
数
は
、
平
成
31
年
２
月
末
現
在
、

７
事
業
所
で
、
合
計
９
事
業
所
と
な
る
。
市

か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
を
活
用
し
た
事
業
所
の

魅
力
紹
介
や
、
合
同
就
職
面
接
会
へ
の
優
先

参
加
等
を
行
っ
て
お
り
、平
成
30
年
度
か
ら
、

新
た
に
正
規
雇
用
促
進
奨
励
金
制
度
の
要
件

緩
和
お
よ
び
増
額
を
実
施
し
て
い
る
。

答

平成 30 年度補正予算を可決

　●一般会計補正予算（第４号）
　　　112,531 千円を追加し、89,713,019 千円

　●国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　239,788 千円を追加し、27,736,427 千円

　●後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）
　　　23,844 千円を追加し、3,833,807 千円

　●介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
　　　157,040 千円を減額し、17,823,566 千円

　●下水道等事業会計補正予算（第１号）
　　　473,884 千円を追加し、12,236,102 千円

　●水道事業会計補正予算（第１号）
　　　369,740 千円を減額し、8,266,580 千円

　平成30年度３月補正予算が可決されました。
　なお、採決状況については、12、13ページの 3月定
例会議決結果をご参照ください。

（※５） デジタル ・ ガバメント ： 従来の行政手続きのオンライン化等をさらに拡大し、政府・地方自治体・民間全てを通じたデー
タ連携やサービスの融合を実現するもの

（※３） マイナポータル ： マイナンバーにより行政手続をワンストップで行うことが可能なオンラインサービスのこと

（※４） ＩＣＴビジョン： ＩＣＴ （情報通信技術） を利活用して市民サービスの向上などをめざすための市のＩＣＴ戦略の方向性を
示した指針
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丘
陵
部
や
山
間
部
の
公
共
交
通
に

つ
い
て
は
、
バ
ス
停
ま
で
の
移
動

が
困
難
な
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

や
、
バ
ス
路
線
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

課
題
へ
の
対
策
は
。
ま
た
、
今
後
、
茨
木

市
総
合
交
通
戦
略
に
お
け
る
、
山
間
部
で

展
開
し
て
い
く
事
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

丘
陵
部
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
自
動
運
転

の
活
用
な
ど
の
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、

地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
を
進
め
る
。
山

間
部
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
と
の
話
し
合

い
を
行
い
、
実
情
に
合
っ
た
交
通
手
段
の
検

討
を
進
め
る
。
ま
た
、
本
支
援
は
、
市
が
車

両
を
用
意
し
、
事
業
者
等
の
運
行
管
理
の
も

と
、
地
域
の
方
が
利
用
す
る
形
態
を
イ
メ
ー

ジ
し
、平
成
31
年
度
に
地
域
住
民
と
協
議
し
、

２
０
２
０
年
に
社
会
実
験
を
行
い
、そ
の
後
、

本
格
導
入
を
協
議
、
検
討
し
て
い
く
。

該
基
本
構
想
案
は
撤
回
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。現

在
、
基
本
構
想
案
を
取
り
ま
と
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
策
定
後
に

説
明
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、公
募
要
項
は
、

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
平
成
31
年
度
に
作
成

す
る
。
立
ち
寄
り
予
測
人
口
に
つ
い
て
は
、

周
辺
整
備
の
内
容
に
よ
り
変
わ
る
が
、
継
続

し
た
集
客
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
。
ま

た
、
指
摘
の
収
益
施
設
は
、
原
則
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
整
備
と
考
え
る
。市
と
し
て
は
、

基
本
構
想
に
基
づ
く
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

本
市
の
避
難
所
に
お
け
る
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
、
空
調
設
備
が
必
要

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
ど
う
か
。
ま
た
、

避
難
所
の
空
調
設
備
と
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
は

問

市
民
課
の
窓
口
に
お
い
て
、
手
数
料

徴
収
の
ほ
と
ん
ど
が
現
金
で
行
わ
れ

て
い
る
が
、
電
子
マ
ネ
ー
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
に
も
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
特
に
、
市
民
課
窓
口
で
の
支
払
い
は
非

常
に
小
口
が
多
く
、
電
子
マ
ネ
ー
決
済
等
に

も
向
い
て
お
り
、
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
と
い

う
声
を
聞
く
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

窓
口
に
お
け
る
電
子
マ
ネ
ー
決
済

等
に
よ
る
手
数
料
徴
収
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
電
子
マ
ネ
ー
等
の
普

及
状
況
、
市
民
ニ
ー
ズ
、
費
用
対
効
果
、
他

市
の
状
況
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

窓
口
で
の
徴
収
形
態
の
多
様
化
を

問

茨
木
市
産
業
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
改
定
に
向
け
た
現
況
調
査
に
つ

い
て
は
、
市
内
事
業
所
の
約
半
数
に
ア
ン

ケ
ー
ト
が
届
く
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
で
は
、
小
規
模
事
業
所

の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
小
規
模
事
業
所

に
つ
い
て
は
、
全
数
実
態
調
査
を
行
う
こ
と

が
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
改
定
に
お
い
て
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

小
規
模
事
業
所
の
全
数
調
査
に
つ

い
て
は
、
経
費
お
よ
び
期
間
の
問
題

か
ら
実
施
を
考
え
て
い
な
い
が
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
対
象
と
な
る
事
業
所
の
業
種
や
規
模
ご

と
に
抽
出
数
を
工
夫
し
、
精
度
を
高
め
る
と

と
も
に
、
可
能
な
限
り
返
送
率
を
高
め
る
工

夫
に
努
め
る
。

市
内
小
規
模
事
業
所
の
全
数
実
態
調
査
を

問答

答

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
康
博

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
大
嶺
さ
や
か

　
大
阪
維
新
の
会

　
　
　
　
　
　
　
萩
原
　
　
佳

答
基
本
構
想
案
や
事
業
者
公
募
選
定

要
項
の
説
明
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
集
客
予
測
可
能
数
は
過
大
で

は
な
い
か
。
本
市
の
財
政
支
出
は
民
間
事
業

者
独
自
の
収
益
施
設
に
つ
い
て
も
対
象
に
す

る
の
か
。
安
威
川
ダ
ム
提
体
建
設
地
等
の
地

質
状
況
も
脆
弱
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
当

ダ
ム
周
辺
整
備
基
本
構
想
案
の
撤
回
を

問

答

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
畑
中
　
　
剛

丘
陵
部
や
山
間
部
の
移
動
支
援
対
策
は

問 　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
一
代

丘陵部のバス停 ( 山手台六丁目 )
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一般会計予算質疑

市
議
会

だ
よ
り

小
中
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
に
つ
い

て
、
学
校
や
プ
ー
ル
周
り
の
外
壁
工
事
の
実

施
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
安
全
が
確
保
さ

れ
、
改
善
さ
れ
た
の
か
。

避
難
所
に
つ
い
て
は
、
備
蓄
の
大

型
扇
風
機
で
対
応
し
つ
つ
、
ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
等
を
調
達
し
て
い
る
。
な
お
、

避
難
所
と
な
る
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
、

引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
後
は
、
外
周
塀
に
は
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン

ス
を
採
用
し
、
プ
ー
ル
塀
に
は
目
隠
し
フ
ェ

ン
ス
を
採
用
す
る
と
と
も
に
、
別
途
独
立
し

上
の
広
さ
の
土
地
を
開
発
す
る
場
合
等
に
、

無
電
柱
化
に
取
り
組
む
よ
う
、
開
発
指
導
要

綱
に
記
載
し
て
は
ど
う
か
。

開
発
指
導
要
綱
へ
の
無
電
柱
化
の

記
載
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か

ら
一
定
規
模
以
上
の
開
発
の
際
に
は
、
要
綱

へ
の
記
載
に
か
か
わ
ら
ず
、
開
発
事
業
者
に

対
し
、無
電
柱
化
の
検
討
を
要
請
し
て
い
る
。

な
お
、
要
綱
に
記
載
す
る
こ
と
で
、
市
の
姿

勢
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
た

め
、
今
後
、
他
市
の
事
例
を
参
考
に
研
究
し

て
い
く
。

今
後
、
市
内
の
無
電
柱
化
を
推
進
し

て
い
く
に
当
た
っ
て
は
、
本
市
独
自

の
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
民
間
開
発
等
に
お
い
て
、
一
定
以

平
成
29
年
に
文
化
芸
術
基
本
法
が
改

正
さ
れ
、
30
年
に
障
害
者
に
よ
る
文

化
芸
術
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
る
な
ど
、
文
化
芸
術
に
関
し
て
、
理
念

や
法
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活

動
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
法
施
行
後

の
取
り
組
み
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

平
成
30
年
12
月
に
障
害
福
祉
セ
ン

タ
ー
ハ
ー
ト
フ
ル
に
お
い
て
、
北
摂

に
縁
の
あ
る
障
害
を
持
つ
芸
術
家
の
作
品
展

問答

市
内
の
無
電
柱
化
推
進
を

問

答

答

会 計 区 分 31 年度予算額  
　　　　（千円）

30 年度予算額  
　　　　（千円）

増減率
　 （％）

一 般 会 計 92,050,000 86,850,000 6.0

特 別 会 計 54,594,696 54,364,479 0.4

特
別
会
計
内
訳

財 産 区 会 計 4,970,186 5,077,271 △ 2.1

国民健康保険事業会計  26,800,703 27,496,639 △ 2.5

後期高齢者医療事業会計 4,035,575 3,809,963 5.9

介 護 保 険 事 業 会 計 18,788,232 17,980,606 4.5

下水道等事業会計 11,630,265 11,762,218 △ 1.1

水 道 事 業 会 計 7,813,698 8,636,320 △ 9.5

　 総 　 　 計 　 166,088,659 161,613,017 2.8

　平成31年度当初予算が可決されました。各会計別予算額は
下表のとおりです。
　なお、採決状況については、13ページの３月定例会議決結
果をご参照ください。

平成 31 年度当初予算を可決

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
嘉
夫

障
害
者
の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
を

　
会
派
に
所
属
し
な
い
議
員

　
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
睦
子

の
開
催
や
、
絵
画
、
陶
芸
講
座
の
作
品
を
展

示
し
た
。
ま
た
、
例
年
12
月
の
障
害
者
週
間

に
は
、
市
内
障
害
者
事
業
所
の
作
品
展
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
は
、
法
の
内
容
を
検
討

し
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
を
研
究
し
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

た
基
礎
を
設
け
、
安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て

い
く
。

無電柱化された街並み ( 彩都あさぎ地区 )

設置されたメッシュフェンス ( 養精中学校 )
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自由民主党・
絆 公 明 党 大阪維新の会 いばらき

未来の会 日本共産党 会派に所属
しない議員

結
　
果

福
丸
　
孝
之

上
田
　
光
夫

上
田
　
嘉
夫

大
村
　
卓
司

青
木
　
順
子

松
本
　
泰
典

河
本
　
光
宏

篠
原
　
一
代

坂
口
　
康
博

大
野   

幾
子

塚
　
　
　
理

長
谷
川
　
浩

萩
原
　
　
佳

岩
本
　
　
守

安
孫
子
浩
子

稲
葉
　
通
宣

友
次
　
通
憲

朝
田
　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中
　
　
剛

桂
　
　
睦
子

小
林
美
智
子

米
川
　
勝
利

辰
見
　
　
登

条
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部
改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市職員の勤務時間、休暇等に関する
条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市職員の自己啓発等休業に関する条例
等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市非常勤職員の報酬等に関する条例の
一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

一般職の職員の給与に関する条例及び茨木
市職員管理職手当に関する条例の一部改正
について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市路上喫煙の防止に関する条例の一部
改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市立老人デイサービスセンター条例の
廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市地域包括支援センターにおける包括
的支援事業の実施に係る基準を定める条例
等の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市障害者の日常生活及び社会生活を総
合的に支援するための法律に基づく地域生
活支援事業に係る利用者負担に関する条例
の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市国民健康保険条例の一部改正につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市ひとり親家庭の医療費の助成に関す
る条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市下水道条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市附属機関設置条例の一部改正につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平
成
30
年
度

補
正
予
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決

会派・議員名

（ ○：賛成、×：反対）

　月定例会議決結果３

件　　　 　名

平成 30 年度大阪府
茨木市一般会計補正
予算（第４号）

［組み替え動議］

［原案］{
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自由民主党・
絆 公 明 党 大阪維新の会 いばらき

未来の会 日本共産党 会派に所属
しない議員

結
　
果

福
丸
　
孝
之

上
田
　
光
夫

上
田
　
嘉
夫

大
村
　
卓
司

青
木
　
順
子

松
本
　
泰
典

河
本
　
光
宏

篠
原
　
一
代

坂
口
　
康
博

大
野   

幾
子

塚
　
　
　
理

長
谷
川
　
浩

萩
原
　
　
佳

岩
本
　
　
守

安
孫
子
浩
子

稲
葉
　
通
宣

友
次
　
通
憲

朝
田
　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中
　
　
剛

桂
　
　
睦
子

小
林
美
智
子

米
川
　
勝
利

辰
見
　
　
登

平
成
30
年
度
補
正
予
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決

平成 30 年度大阪府茨木市後期高齢者
医療事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決

平成 30 年度大阪府茨木市下水道等事業
会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 30 年度大阪府茨木市水道事業会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平
成
31
年
度
予
算

× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決

平成 31 年度大阪府茨木市財産区特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 31 年度大阪府茨木市国民健康保険
事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 可決

平成 31 年度大阪府茨木市後期高齢者
医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 31 年度大阪府茨木市介護保険事業
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 31 年度大阪府茨木市下水道等事業
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平成 31 年度大阪府茨木市水道事業会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

人
事
案
件

茨木市副市長選任につき同意を求めること
について【井上 茂治 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ 同意

　月定例会議決結果３
（ ○：賛成、×：反対）

会派・議員名

件　　　 　名

◆議長（下野巖議員）は採決に加わりません。
◆３月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、３月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

平成 30 年度大阪府
茨木市国民健康保険
事業特別会計補正予算

（第１号）

［組み替え動議］

［原案］

平成 30 年度大阪府
茨木市介護保険事業
特別会計補正予算

（第１号）

［組み替え動議］

［原案］{

{

平成 31 年度大阪府
茨木市一般会計予算

［組み替え動議］

［原案］{
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　平成 31 年第１回臨時会を 2 月６日、７日の２日間開催しました。
　この臨時会では、市長から提出された議案の審議を初め、正副議長、各常任委員会委員、議会運営委員会委員、
各特別委員会委員などの議会役員の選任を行いました。（平成 31 年４月１日現在の議会構成及び会派構成は 15
ページに掲載）

（ ○：賛成、×：反対、除：除斥 ）

※議長は採決に加わりません。（2 月臨時会の会期中に、議長が桂睦子議員から下野巖議員に代わっています）

　月臨時会議決結果２

自由民主党・
絆 公 明 党 大阪維新の会 いばらき

未来の会 日本共産党 会派に所属
しない議員
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朝
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大
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勝
利
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下
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辰
見
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人
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件

茨木市公平委員会委員選任につき同意を求め
ることについて【今枝 史絵 氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ 同意

茨木市固定資産評価審査委員会委員選任につ
き同意を求めることについて 【松尾 康弘 氏】○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ 同意

茨木市監査委員選任につき同意を求めること
について　【安孫子 浩子 氏】 ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

茨木市監査委員選任につき同意を求めること
について　【大村 卓司 氏】 ○ ※ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

会派・議員名

件　　　 　名

追手門学院大学と市議会が連携協定を締結

　  平成 31 年 1 月 30 日に、市議会と追手門学院大学は、
「茨木市議会と追手門学院大学との連携協力に関する協
定」を締結しました。
   この連携協定は、平成 31 年 4 月に新キャンパスの開
設を迎えた追手門学院大学と、市議会との間で協定締結
に向けた機運が高まり締結に至ったもので、市議会は議
会活動の充実・発展を、また、追手門学院大学は、次世
代を担う人材育成と、地域の発展に取り組むことにより
大学の教育・研究の発展を図ることをめざします。

桂睦子前議長（左）と川原俊明学長（右）

◎携帯電話、スマートフォンの学校への持ち込みに関する意見書…………【原案可決】
◎ＵＲ賃貸住宅ストックの活用を求める意見書………………………………【原案可決】

　　３月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

可決された意見書
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